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要　　　旨

　小学校外国語活動において，これまで自律学習者として意欲的に外国語活動に取り組める高学年児童の態度の養成を目
指して，小学校高学年児童を対象にポートフォリオ作成の適応が可能かどうかを検討してきた。その結果，ポートフォリ
オ作成におけるカンファレンスの役割が大きいことがわかった。そこで，対象者を中学年とし，中学年児童を対象として
もポートフォリオの作成が適用可能かどうかを明らかにすることを目的とし，2015年10月から2016年２月にかけて，教員
養成大学附属小学校４年生63名を対象に，活動内容として文字指導を中心に扱い，ポートフォリオ作成過程におけるカン
ファレンスに特に注目した外国語活動プログラムを設計し，その効果を検討した。その結果，活動内容とカンファレンス
は参加者である４年生に好意的に捉えられていたことから，ポートフォリオ作成は４年生が対象であっても自律学習者と
しての態度養成に効果が期待でき，文字指導中心の外国語活動は４年生に効果があることが明らかになった。
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１．研究の背景
1.1　小学校外国語活動の現状
　外国語活動（英語）は2011（平成23）年度から全国公立小学校の高学年５・６年生において必修化され，週１回年
間35回実施されている。
　文部科学省による2015年（平成27年）２月の小学校外国語活動実施状況調査の結果によると，小学５，６年生の
70.9％が「英語が好き」，また91.5％が「英語が使えるようになりたい」と回答していた。ここから，英語が好きな
高学年児童は７割であるが，英語が使えるようになりたいと考えている高学年児童は９割強であることがわかる。
　外国語活動では英語嫌いを生み出さないことが基本理念（文部科学省, 2004）であったが，同活動が必修化された
高学年時点において，英語に消極的な態度を示す児童が相当数いることも報告されている（横石・北條, 2013）。同
活動の必修化の目的が英語嫌いを作らないことであったにもかかわらず，横石・北條は，同活動に対して ｢低意欲・
高不安｣ の状態になっている子どもが両学年においてそれぞれ38％存在していたと述べている。また，中学校入学時
に ｢英語が好き｣ であり，｢中学校で英語を学ぶことが楽しみ｣ であると感じる生徒が50％に達していないことか
ら，吉田（2009）は小学校時代の英語の学習内容が影響している可能性が高いと述べている。
　現在，５年生時点で，児童の動機づけを低下させない手立てとして，５年生児童の知的欲求に合致するいくつかの
手立てが考えられる。具体的には，文字学習，他教科関連内容を取り入れた活動（内容言語統合型学習：CLIL)，国
際交流，ソーシャル・スキル・エデュケーションを組み込んだ活動や自律的学習態度の養成に効果があるポートフォ
リオの活用である（北條・松崎ほか, 2013)。
　また，2013年12月に文部科学省は，「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」を，さらに本実施計画発表
後に立ち上げられた「英語教育の在り方に関する有識者会議」は2014年９月に「今後の英語教育の改善・充実方策に
ついて　報告～グローバル化に対応した英語教育改革五つの提言～」を発表した。以上において現行５年生から行わ
れている外国語活動を３年生からと，開始時期を早め，５年生からは教科としての「英語」を導入するという提案が
行われている。
　高学年において外国語活動が英語科として教科になり，外国語活動が中学年の３年生から開始されることになった
ことから，これまで英語学習への動機づけの向上に効果が実証されている，文字指導とポートフォリオを組み込んだ
活動が中学年児童にとっても効果があるのかどうかを検討することは意味があると考えられる。

上越教育大学研究紀要　第37巻第１号　平成29年９月
Bull. Joetsu Univ. Educ., Vol. 37⑴, Sep. 2017



1.2　小学校外国語活動における文字指導
　2015年（平成27年）２月に文部科学省が行った小学校外国語活動実施状況調査の結果から，中学１，２年生の小学
校の英語授業に対する意識では，中学校の英語の授業に役立ったことはあるかという問いに対し，中学１年生の８割
以上が「アルファベットを読むこと」「アルファベットを書くこと」と回答している。また，同調査において小学校
の外国語活動でもっと学習しておきたかったことという問いに対して「英単語を書くこと」（83.7％）が最も高く，
次いで「英語の文を書くこと」（80.9％）が多く，「英単語を読むこと」（80.1％），「英語の文を読むこと」（79.8％）
の順になっている。ここから，小学校高学年の段階で，児童の「読む」「書く」を含めた文字学習への知的要求が高
まっていることが見て取れ，現在，小学校段階では行われていないことが多い，英語の文字の読み書きに関する児童
の関心が高い状況であることがわかる。
　さて，文字指導であるが，筆者は本学の附属小学校において継続的に英語の出張授業を実施しているが，小学生は
中学年であっても，特に書くことに対する興味・関心が強いことから，数年前からフォニックス指導により，アル
ファベットの読み方を指導するのと同時に，アルファベットや単音節の英単語，簡単な英文を書くことも取り入れて
いる。30分のモジュールで授業をしているため，書くことに十分な時間が取れないこともあり，場合によってはA3
サイズのアルファベットや英単語を書く宿題が出されることもある。しかし，子どもの反応は，３年生であっても，
嫌がる子供は少なく，喜んでかつ楽しんで書くことに取り組んでいる姿が見られた。

1.3　ポートフォリオについて
　ポートフォリオは，どのようなものでも収集する雑多ファイルではなく，一言でいうと目的つきファイルである。
ポートフォリオは，学習成果を収集しながら学習過程を時系列に記録することができ，学習者は収集された成果を基
に自分自身の学習を定期的に振り返ることにより修正していくことができる。さらに，協同学習という観点から，カ
ンファレンスではそれぞれの学習成果についてお互いに発表し合うことで学習者間の学び合いを促進することが可能
となる。
　筆者らは，これまで，学習者の自己調整学習能力を高めるためにポートフォリオを教授ツールとして活用し英語学
習の様々な教育分野でポートフォリオを活用してきた。ポートフォリオ作成には，学習の指針を示すガイドラインの
事前明示，授業の振り返りを記述するゴールカードの実施，ポートフォリオ作成をとおして学習したことを定期的に
話し合いをしながら振り返る場としてのカンファレンスの実施を組み込んできた（松崎2003；2004：松崎・北條
2007）。さらに，小学生高学年児童に対しても，ポートフォリオが教授ツールとして効果が期待されることと，特に
カンファレンスの効果が高いことが明らかになった（北條・松崎他, 2013, 2014, 2015)。今回の研究では特にポート
フォリオを組み込んだ外国語活動が，外国語活動が始まる中学年児童を対象としても適用が可能なのかどうかを検討
することにした。

２．研究の目的

　本研究の目的は，小学校外国語活動における４年生児童対象のポートフォリオを活用した文字学習の授業を設計
し，その効果を明らかにすることである。

３．研究の方法　
3.1　実験実施時期：　本研究は2015年10月から2016年２月にかけて実施した。
3.2　対象者：　本研究の対象者は，教員養成系Ｊ大学附属小学校４年生63名（有効解答・回答数）であった。
3.3　測定具：　本研究の測定具として以下の５点を用いた。具体的には，①ポートフォリオを活用した外国語活動

プログラムに関する５段階尺度形式６項目，②児童が作成したポートフォリオ，③事前・事後テスト（アル
ファベットの書き取りテスト25問），④事前・事後テスト（フォニックスに関するテスト10問），⑤英語の４技
能への希望に関する４項目である。

3.4　分析方法：　直接確率計算（母比率不等），分散分析，マクネマー検定を用いて分析した。
3.5　プログラム開発の留意点：
　学習プログラムの設計に際し，次の２点に留意した。まず，学習内容として，フォニックス・ルール学習（マジッ
クe，礼儀正しい母音）については，絵カードやDVD教材を用いて導入すること，その後，学んだフォニックス・
ルールを用いたチャンツやゲーム活動（クロスワードゲーム，買い物ゲーム，BINGO），書く活動（Enjoy Writing）
を考案した。Enjoy Writingの活動については，まず，大文字と小文字の違いなど，書くポイントを確認し，書き順
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を確認した後，空書きをした後，児童がワークシートで文字を書く練習（なぞり書き，写し書き）をするという手順
で行った。ワークシート作成の工夫点としては，①用いる単語は，音の足し算，マジックe，礼儀正しい母音で読め
る単語を用いたこと，②それぞれの文字の書き順がわかりやすいように，画数によって色分けをしたことがあげられ
る。エンジョイ・ライティングの一例を図１に示す。

　また，ポートフォリオの活用については，これまで筆者らが実践してきた研究結果から，ポートフォリオ作成過程
で重要な活動であることが明らかになっている，①ガイドラインの事前明示（時間制限のため簡略化した説明を実
施)，②毎回の授業の振り返り記入，③カンファレンス（仲間との学び合いの活動）の実施の３つの活動を組み入
れ，特にカンファレンスに重点を置いた。
3.5.1　活動計画
　開発した学習プログラムの活動では１モジュール30分で全10回の授業を実施した。第１時間目には事前テストと
ポートフォリオの説明（ガイドライン），第２時から第７時まではフォニックス・ルール（音の足し算，マジックe，
礼儀正しい母音）を用いて単音節の英単語を読む活動と大文字（Ａ～Ｚ），小文字（ａ～ｚ）を書く活動，第８時間
目にはカンファレンスについての説明を行い，第９時間目にはグループ編成をした上で，グループごとに発表を行
い，友人の発表を聞きながらコメントを書く活動を行った。さらに，第10時間目には，児童はカンファレンス後のカ
ンファレンス・リフレクション・シートに当たる活動として，今後の英語学習に生かせそうなこと，やってみたいこ
とをシートに記入した。
3.5.2　カンファレンスと仲間との学び合いの活動
　カンファレンスは活動の終わりの８～10回目に実施した。ここでのカンファレンスは仲間との学び合いの活動であ
る。カンファレンスに必要な書式は，通常カンファレンス・シートといっているものを「学び愛シート」（以下参

図１　エンジョイ・ライティングの例
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照）とし，カンファレンス直後に記入するカンファレンス・リフレクション・シートは書式を簡略化し，「学び愛
シート」の裏面に印刷した。カンファレンスの説明は，活動８回目において用いたものを以下の図２～図４に示す。

図２　カンファレンス（学び愛）の説明
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　図３　カンファレンス・シート（学び愛シート）
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４．研究の結果
4.1　外国語活動におけるポートフォリオ活用に対する評価について
4.1.1　ポートフォリオのカンファレンスについての評価
　外国語活動におけるポートフォリオの活用に関する５段階尺度形式６項目の頻度数を２段階（｢はい，少しはい｣
を ｢肯定｣，｢どちらでもない，少しいいえ，いいえ｣ を ｢それ以外｣）として再集計した度数と，それを基にした

図４　カンファレンス・リフレクション・シート
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「２：３」の母比率不等の直接確率計算結果は表１のとおりである。

表１　カンファレンスに関する６項目の回答数（N=63)

　 項　目　内　容 肯定 それ以外 直接確率計算結果
p

1 カンファレンスで自分の学習を振り返ることができた 47 16 .00　 ＊＊

2 友だちの発表を聞いて友だちの良いところに気づけた 52 11 .00　 ＊＊

3 友だちの発表を聞いて自分も頑張ろうと思った 50 13 .00　 ＊＊

4 自分の学習に活かせそうなことを見つけられた 38 25 .00　 ＊＊

5 友だちからのコメントで，もっと頑張ろうと思った 47 16 .00　 ＊＊

6 カンファレンスはやってよかった 40 23 .00　 ＊＊

＊＊ p<.01

　表１から，この６項目に関する直接確率計算の結果，全６項目が１％レベルで有意に肯定的な回答が中立と否定的
な回答数より有意に多かった。以上から，本研究の教授ツールとしてのポートフォリオは，４年生児童から肯定的な
評価を受けていたと考えられる。また，カンファレンスでの発表を聞いて友だちのよいところをみつけたり，自分の
学習を振り返ることができることや，友だちの発表を聞いて自分もがんばろうと思う項目への反応がよく，中学年の
４年生においてもポートフォリオの作成過程におけるカンファレンスが重要な役割を果たすことが確認されたと考え
られる。
　北條・松崎（2013）の研究結果では，５年生を対象とした外国語活動においてポートフォリオのカンファレンスが
概ね高い評価を受けていたが，本研究でもカンファレンスに関して同様に高い評価を受けた。この先行研究は，学習
したフォニックス・ルールを用いれば読める単語が含まれている，英語による映画の一場面をみて，英語のセリフの
練習をした後，画面（動画）をみながら，気持ちを込めて短いセリフを言ってみるという学習内容であり，今回は書
くことを積極的に取り入れた文字学習が主な活動内容であった。直接比較することはできないが，児童の文字学習に
対する関心が高いこともこの結果の理由となっている可能性が考えられる。　
4.1.2　カンファレンス･シートの自由記述について
　カンファレンス・シートでは，「１ ふりかえりをしよう　① 読む活動（音のたし算・マジックe・れいぎ正しい母
音や② 書く活動（エンジョイ・ライティング）をして，前よりできるようになったこと／よくなったことを，児童
はシートに自分の意見を書き込んだ。①については，「アルファベットのはつおんと，えいごの読み方です。はつお
んは，とくにうまくなったので，うれしいです。」や「音のたし算などを使って，単語を読めるようになった事で
す。私は単語を読む事が苦手だったけれど，音のたし算などを使って正しく単語をよめるようになってうれしいで
す。これから，より練習して，スラスラと単語を読めるように成りたいです。」などのコメントがみられた。また，
②については，「くせだった書き方を直すことができ，字がきれいになったことです。」や「エンジョイ・ライティン
グで大きさ，形，書き順をいしきしてきれいに書けるようになった事です。私は書き順がめちゃくちゃだったけれ
ど，エンジョイ・ライティングで，大きさ，形，書き順を意識して正しくきれいに書く事が出来てうれしいです。こ
れから，より練習してスラスラと書けるようになりたいです。」などのコメントがみられた。

4.2　事前･事後テストについて
4.2.1　アルファベットの書き取りテスト
　アルファベットの書き取りテストは「Ｃ ｃ」を例題とし，大文字９問（Ａ，Ｆ，Ｉ，Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｏ，Ｔ，Ｚ），小文字16
問（ａ，ｂ，ｅ，ｇ，ｈ，ｊ，ｎ，ｐ，ｑ，ｒ，ｓ，ｕ，ｖ，ｗ，ｘ，ｙ）の事前，事後テストを実施した。全25問の平均（M）と
標準偏差（SD）を求め，さらに分散分析を行ったところ，表２のとおり事後テストの平均が事前より１%レベルで
有意に向上していた（F(1, 62)=54.13, p<.01）。

表２　アルファベット書き取りテスト25問の平均(M)と標準偏差(SD)及び分散分析の結果（N=63)
事前テスト 事後テスト 分散分析結果 比較

M SD M SD F(1, 65) p 事前 事後
16.48 6.48 19.86 4.97 54.13 ＊＊ ＜

＊＊　p<.01
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　また，マクネマー検定の結果は表３に示すとおりであるが，｢ｂ，ｄ，ｅ，ｇ，ｊ，Ｋ，Ｌ，ｎ，ｑ，ｒ，ｓ｣ が１％水準
で，｢Ｆ，Ｍ，ｈ，ｐ，ｖ，ｗ｣ が５％水準で正答数が有意に向上し，｢Ａ，Ｉ，Ｏ，Ｔ，Ｚ｣ については有意差はみられな
かった。

4.2.2　フォニックスに関するテスト
　フォニックスに関するテストは，音の足し算に関する４問，マジックeに関する３問，礼儀正しい母音に関する３
問の計10問により実施した。それぞれの平均（M）と標準偏差（SD）ならびに分散分析結果は表４に示すとおりで
ある。表４から，フォニックスに関する問題全10問の事前テストのMは5.11，SDは2.55であり，事後テストのMは
6.86，SDは2.79であり，分散分析の結果，１％水準で有意に向上していた（F(1, 62)=50.05＊＊)。次に，下位テスト
の結果については，まず，音の足し算に関する４問については，事前テストのMは2.79，SDは1.13であり，事後テ
ストのMは3.24，SDは0.99であり，分散分析の結果，１％水準で有意に向上していた（F(1, 62)=18.57＊＊)。次に，
マジックeに関する３問については，事前テストのMは0.93，SDは1.02であり，事後テストのMは1.79，SDは1.16で
あり，分散分析の結果，１％水準で有意に向上していた（F(1, 62)=34.28＊＊)。最後に，礼儀正しい母音に関する３
問については，事前テストのMは1.38，SDは1.03であり，事後テストのMは1.83，SDは1.11であり，分散分析の結
果，１％水準で有意に向上していた（F(1, 62)=16.22＊＊)。

　さらに，マクネマー検定の結果は表５に示すとおりであるが，全体では，bed，cake，five，note，snow，blue，
redの７語の正答数が１％水準で有意に向上し，dog，week，sunについては有意差はみられなかった。

4.3　英語の４技能への希望に関する４項目の集計結果と直接確率計算結果（N=63)
　英語の４技能への希望に関する４項目について事後にアンケートを実施したが，５段階尺度形式６項目の頻度数を
２段階（｢はい，少しはい｣ を ｢肯定｣，｢どちらでもない，少しいいえ，いいえ｣ を ｢それ以外｣）と再集計した度数
と，それを基にした「２：３」の母比率不等の直接確率計算結果は表６のとおりである。

１％水準で有意に向上 b 　 d 　 e 　 g 　 j 　 K 　 L 　 n 　 q 　 r 　 s
５%水準で有意に向上 F 　 h 　 M 　 p 　 v 　 w
有意差なし A 　 I 　 O 　 T 　 Z

表３　アルファベット書き取りテスト各問のマクネマー検定結果（N=63) 

事前テスト 事後テスト 分散分析結果 比較
M SD M SD F(1, 65) p 事前 事後

全10問 5.11 2.55 6.86 2.79 50.05 ＊＊ ＜
音の足し算４問 2.79 1.13 3.24 0.99 18.57 ＊＊ ＜
マジックe ３問 0.93 1.02 1.79 1.16 34.28 ＊＊ ＜
礼儀正しい母音３問 1.38 1.03 1.83 1.11 16.22 ＊＊ ＜

表４　フォニックスに関するテスト10問の平均(M)と標準偏差(SD)及び分散分析の結果（N=63)

＊＊　p<.01

１%水準で有意に向上 bed　cake　five　note　snow　blue　red
５％水準で有意に向上 なし
有意差なし dog　week　sun

表５　フォニックスに関するテスト各問のマクネマー検定の結果（N=63)

　 項　目　内　容 肯定 それ以外 直接確率計算結果
1 英語を読めるようになりたい 57 6 .00　 ＊＊

2 英語を書けるようになりたい 57 6 .00　 ＊＊

3 英語を話せるようになりたい 50 13 .00　 ＊＊

4 英語を聞いて意味がわかるようになりたい 54 9 .00　 ＊＊

表６　英語の４技能への希望に関する集計結果と直接確率計算結果（N=63） 

＊＊　p<.01
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　表６から，全項目において１％レベルで有意に肯定的な回答が多かった。ここから，中学年の４年生児童であって
も，英語の４技能といわれる，「読む，書く，話す，聞く」ことができるようになりたいという希望が同様に強いこ
とがわかった。中学年においても積極的に文字指導を実施していくことは児童の希望に応えることになると考えられ
る。

５．今後の課題

　本研究の外国語活動におけるポートフォリオを活用し，フォニックスを活用した積極的に書く活動を取り入れた文
字学習を中心とした外国語活動は，４年生児童からも肯定的な反応が得られた。また，ポートフォリオでは，特にカ
ンファレンスの有効性が確認された。しかし，カンファレンスの時間の中で，友だちからのコメントを読む時間の確
保が難しかったことから，発表ルールのさらなる工夫も必要であると思われる。
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ABSTRACT

In April of 2011, foreign language (English in principle) activities were formally introduced into 5th and 6th graders of all 
the public elementary schools in Japan.  In addition, by 2020, the activities will be formally introduced into 3rd and 4th graders 
and English will be a formal subject at 5th and 6th graders of all the public school in Japan.  However, since 2011, it has been 
reported that about 38% of both 5th and 6th graders have come to dislike the English activities, it is crucial to enhance the 
positive attitudes of 5th and 6th graders toward these activities, so learning reading and writing English as well as portfolios 
can be expected to play this role of enhancing the students’ motivation toward them.  However, since it has not been 
investigated whether the same type of learning activities are effective for 4th graders, it would be effective to design and 
investigate their effects.

From October in 2015 to January in 2016, 63 4th graders participated in this study, which was based on the results of the 
projects by the authors, utilizing portfolios which aimed to nurture upper graders’ reflective attitudes toward learning 
English.  Data was obtained through pre- and post tests concerning reading and writing both Roman letters and easy 
English short words, as well as pre-and post questionnaires, including the students’ comments at conferences held once at 
the end of the project during the study, First of all, the results of the questionnaire revealed that the project including both 
reading and writing English, and utilization of the portfolios was evaluated positively by the participants.  Secondly, the 
comments supported the results.  Finally, the results of the quizzes showed that the program was effective in improving the 
students’ abilities of reading and writing of English words. 
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